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伊平屋村のHPへ
ジャンプできます 覚

伊平屋村人口動態
平成２９年２月末現在

1世帯当
りの人口合 計女男世 帯区 名

2.35（＋ 1)296（＋ 1)137(±0)159（＋ 1)126田 名

2.30(±0)262(±0)133(±0)129(±0)114前 泊

1.98(±0)325(±0)155(±0)170（－ 1)164我喜屋

2.19（－ 1)295（－ 1)128(±0)167(±0)135島 尻

1.94(±0)91(±0)49(±0)42(±0)47野 甫

2.17人1269602667586合 計

± 0± 0± 0± 0増 減
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三
月
十
二
日
に
伊
平
屋
中
学
校
、十
四
日
に
野
甫
小
中
学
校
、

十
七
日
に
伊
平
屋
幼
稚
園
、十
九
日
に
伊
平
屋
小
学
校
で
、卒
業

式
・
修
了
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
伊
平
屋
中
学
校
で
は
、高
校
入
試
を
終
え
ホ
ッ
と
し
た
表
情

の
卒
業
生
が
、弾
け
る
笑
顔
で
記
念
撮
影
に
の
ぞ
み
、明
る
い
卒

業
式
と
な
り
ま
し
た
。

　
野
甫
小
中
学
校
で
は
、卒
業
生
か
ら
今
ま
で
お
世
話
に
な
っ

た
保
護
者
や
九
年
間
を
通
し
て
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
に
た
く

さ
ん
の
感
謝
が
伝
え
ら
れ
、涙
溢
れ
る
心
温
ま
る
卒
業
式
と
な

り
ま
し
た
。

　
伊
平
屋
幼
稚
園
で
は
、八
人
の
園
児
が
い
つ
も
通
り
の
元
気

な
声
と
弾
け
る
笑
顔
を
見
せ
、明
る
い
雰
囲
気
の
中
で
、修
了
式

を
終
え
ま
し
た
。

　
伊
平
屋
小
学
校
で
は
、卒
業
生
一
人
一
人
が
中
学
で
の
目
標

や
将
来
の
夢
、親
や
祖
父
母
、先
生
方
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
述

べ
、六
年
間
の
想
い
出
と
と
も
に
卒
業
式
を
終
え
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
平
屋
中
学
校
　
　
　
二
十
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
甫
中
学
校
　
　
　
　
　
二
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
平
屋
小
学
校
　
　
　
十
八
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
平
屋
幼
稚
園
　
　
　
　
八
名

伊
平
屋
中
学
校

野
甫
小
中
学
校

伊
平
屋
幼
稚
園

伊
平
屋
小
学
校

今年度の
卒業生・卒園生
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二
月
二
十
一
日
、伊
平
屋
保
育
所
の
子
ど
も
た
ち
が「
お
別
れ

ピ
ク
ニ
ッ
ク
」で
田
名
公
園
を
訪
れ
、滑
り
台
や
ブ
ラ
ン
コ
な
ど

の
遊
具
、サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
や
段
ボ
ー
ル
な
ど
用
具
を
使
っ
て

さ
ま
ざ
ま
な
遊
び
を
楽
し
み
ま
し
た
。今
年
度
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク

は
各
グ
ル
ー
プ
に
別
れ
て
行
動
。年
上
の
お
兄
ち
ゃ
ん
や
お
姉

ち
ゃ
ん
が
年
下
の
子
と
ペ
ア
に
な
り
、面
倒
を
見
て
あ
げ
る
場

面
が
多
く
見
ら
れ
、子
ど
も
た
ち
の
成
長
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

昼
食
の
時
間
に
は
気
持
ち
の
良
い
そ
よ
風
が
吹
く
中
、木
陰
や

グ
ラ
ン
ド
に
シ
ー
ト
を
拡
げ
、お
弁
当
を
前
に
は
し
ゃ
ぐ
子
や

口
い
っ
ぱ
い
に
お
か
ず
を
頬
張
る
子
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
可
愛

い
表
情
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。最
後
に「
来
た
時
よ
り
も
美
し

く
」と
い
う
こ
と
で
、落
ち
て
い
る
ゴ
ミ
を
拾
い
、公
園
を
綺
麗

に
し
て
保
育
所
へ
帰
り
ま
し
た
。

　
三
月
三
日
、
伊
平
屋
保
育
所
・
伊
平
屋
幼
稚
園
で
、
ひ
な
ま

つ
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
伊
平
屋
保
育
所
で
は
、
可
愛
い
オ
シ
ャ
レ
な
洋
服
に
身
を
包

ん
だ
園
児
が
ホ
ー
ル
に
集
合
。
大
き
な
ひ
な
壇
や
壁
一
面
に
広

が
る
個
性
豊
か
な
ひ
な
人
形
が
、
微
笑
み
を
う
か
べ
な
が
ら
園

児
た
ち
を
見
守
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
給
食
の
時
間
や
お
や

つ
の
時
間
に
は
、
ひ
な
ま
つ
り
に
ち
な
ん
だ
料
理
が
並
び
園
児

ら
を
喜
ば
せ
ま
し
た
。

　
伊
平
屋
幼
稚
園
で
は
、
担
任
の
照
屋
大
作
先
生
に
「
ひ
な
ま

つ
り
」
に
ち
な
ん
だ
紙
芝
居
を
読
ん
で
も
ら
い
、
ひ
な
人
形
に

つ
い
て
学
ん
だ
後
、
四
人
ず
つ
の
チ
ー
ム
に
別
れ
、
手
作
り
の

雛
あ
ら
れ
を
ス
プ
ー
ン
で
運
ぶ
ゲ
ー
ム
を
し
ま
し
た
。
転
げ
落

ち
そ
う
に
な
る
雛
あ
ら
れ
を
落
ち
な
い
よ
う
に
一
生
懸
命
リ

レ
ー
の
バ
ト
ン
（
ス
プ
ー
ン
）
を
繋
い
で
い
ま
し
た
。
最
後
に

は
、
ご
褒
美
の
雛
あ
ら
れ
の
お
菓
子
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
大
は

し
ゃ
ぎ
。
「
い
た
だ
き
ま
す
」
と
同
時
に
美
味
し
そ
う
に
頬
張

る
姿
が
印
象
に
残
る
楽
し
い
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
三
月
六
日
、
伊
平
屋
小
学
校
で
六
年
生
を
送
る
会
、
十
日
、

伊
平
屋
中
学
校
・
野
甫
小
中
学
校
で
卒
業
生
を
送
る
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
伊
平
屋
小
学
校
で
は
、
幼
稚
園
児
に
よ
る
ダ
ン
ス
や
在
校
生

か
ら
の
手
作
り
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
全
校
生
徒
で
全
体
レ
ク
の
風
船

割
り
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
、
六
年
生
か
ら
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
プ
レ
ゼ

ン
ト
の
お
返
し
も
あ
り
ま
し
た
。
伊
平
屋
中
学
校
で
は
、
一
・

二
年
生
・
教
職
員
に
よ
る
ダ
ン
ス
等
の
出
し
物
や
生
徒
会
員
が

作
成
し
た
三
年
生
一
人
一
人
の
メ
モ
リ
ー
ア
ル
バ
ム
の
上
映
も

あ
り
、
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
野
甫
小
中
学
校
で
は
、
ぐ
る

ぐ
る
バ
ッ
ト
ク
イ
ズ
や
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
楽
し
み
、
小
学

二
年
生
か
ら
中
学
三
年
生
の
全
児
童
生
徒
で
楽
し
い
会
を
作
り

上
げ
て
い
ま
し
た
。
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と
創
生
と
好
循
環
の
確
立
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
私
達
の
先
人
、
先
輩
の
皆
さ
ん
が
守
り
続
け
た
手
つ
か

ず
の
自
然
を
生
か
し
た
、
安
心
で
元
気
な
村
づ
く
り
、
い

つ
で
も
、
ど
こ
で
も
村
民
の
た
め
に
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
（
キ
ー
ワ
ー
ド
）
に
、
本
村
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　
村
民
が
健
康
で
な
け
れ
ば
、
元
気
な
村
づ
く
り
は
出
来

ま
せ
ん
。

　
ひ
と
り
一
人
の
住
民
健
診
率
の
向
上
「
各
区
が
競
い
合

う
」
環
境
づ
く
り
を
さ
ら
に
強
化
し
充
実
し
た
福
祉
の
向

上
、
医
療
費
の
節
減
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
村
政
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
「
第
四
次
伊
平

屋
村
総
合
計
画
」
と
ふ
る
さ
と
創
生
を
基
に
、
村
民
の
融

和
を
図
る
こ
と
を
第
一
に
、
伊
平
屋
村
が
目
指
す
将
来
像

「
島
に
住
む
幸
せ
、
島
で
働
く
笑
顔
、
交
流
す
る
島
の
活

力
」
供
生
き
る
幸
せ
が
実
感
で
き
る
島
の
実
現
に
向
け

て
、
行
政
一
丸
と
な
り
村
民
の
付
託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う

全
力
を
傾
注
し
て
い
く
決
意
で
あ
り
ま
す
。

　
施
　
策
　
の
　
概
　
要

　
次
に
、
平
成
二
十
九
年
度
に
お
け
る
施
策
の
概
要
に
つ

い
て
、
村
民
の
求
め
る
将
来
像
に
沿
っ
て
、
基
本
姿
勢
と

主
な
施
策
に
つ
い
て
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

　
第
１
に
、≪

住
民
主
導≫

供
住
民
主
導
の
村
行
政
僑
に

つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
我
国
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
、
少
子
高
齢
化
社
会

の
到
来
、
国
家
財
政
の
危
機
的
状
況
な
ど
、
社
会
経
済
に

大
き
な
変
革
を
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
地

方
自
治
体
が
分
権
の
担
い
手
と
し
て
改
革
の
道
を
自
ら
切

り
開
い
て
い
く
こ
と
、
つ
ま
り
、
地
方
が
自
ら
知
恵
と
力

で
地
域
を
運
営
す
る
と
い
う
自
立
性
の
高
い
地
域
づ
く
り

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
村
民
ニ
ー
ズ
を
的
確

に
把
握
し
、
地
域
の
振
興
に
と
っ
て
何
が
必
要
か
を
判
断

し
な
が
ら
政
策
を
展
開
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
村
民

の
意
思
が
行
政
計
画
、
行
政
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
の
中
に

反
映
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
行

政
主
導
で
は
な
く
受
益
者
で
あ
り
当
事
者
で
も
あ
る
村
民

自
ら
が
島
の
将
来
を
デ
ザ
イ
ン
し
、
住
ん
で
幸
せ
な
島
を

村
民
自
ら
の
力
で
実
現
し
て
い
く
住
民
主
導
型
の
意
思
決

定
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
か
ら
の
村
づ
く
り
に
お
い
て
は
、
村
民
と
行
政
が

お
互
い
に
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
村
民
と
行
政
と
の
協
働

に
よ
る
地
域
運
営
、
地
域
づ
く
り
の
仕
組
み
づ
く
り
を
考

え
な
が
ら
行
財
政
運
営
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

１
　
村
民
の
主
体
的
な
村
づ
く
り
の
仕
組
み
の
整
備

　
村
民
が
求
め
る
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
、
村
民
の
求

め
る
「
心
豊
か
な
望
ま
し
い
環
境
づ
く
り
」
と
「
自
ら
の

心
を
豊
か
に
す
る
人
づ
く
り
」
を
推
進
し
、
住
民
参
画
・

協
働
支
援
窓
口
の
設
置
・
運
営
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
行
政
職
員
の
意
識
の
向
上
に
つ
い
て
は
、
「
伊
平
屋
村

人
村
育
成
基
本
方
針
」
及
び
「
伊
平
屋
村
職
員
研
修
計

画
」
に
基
づ
き
、
職
員
の
資
質
の
向
上
、
高
い
行
政
能
力

を
有
す
る
職
員
形
成
を
図
る
た
め
の
研
修
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
平
成
二
十
八
年
四
月
か
ら
完
全
実
施
さ
れ
た
人

事
評
価
制
度
の
目
的
に
そ
っ
た
職
員
の
能
力
開
発
、
職
務

改
善
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
住
民
主
導
を
実
現
す
る
た
め
の
人
材
育
成
に
つ
い
て

は
、
住
民
が
島
の
将
来
を
デ
ザ
イ
ン
し
、
幸
せ
を
実
感
で

き
る
島
づ
く
り
を
住
民
自
ら
が
実
現
し
て
い
く
た
め
に
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
計
画
的
に
推
進
し

ま
す
。
又
、
住
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
を
支
援
す
る

体
制
と
し
て
、
そ
の
活
動
を
支
援
す
る
地
域
自
立
支
援
対

策
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

２
　
行
財
政
の
健
全
化

　
長
く
不
況
や
少
子
高
齢
化
の
影
響
に
よ
っ
て
、
税
収
減

や
福
祉
関
連
費
の
増
加
な
ど
、
国
の
財
政
事
情
は
厳
し
さ

を
増
し
て
い
ま
す
。

　
自
主
財
源
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
各
課
と
情
報
を
共
有

し
て
徴
収
率
向
上
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
又
、
他

市
町
村
、
国
税
、
県
税
事
務
所
連
携
し
、
情
報
収
集
及
び

徴
収
技
術
の
向
上
、
滞
納
処
分
の
適
正
な
事
務
処
理
、
さ

ら
に
自
主
納
付
意
識
の
高
揚
と
口
座
振
替
の
推
進
を
周

知
、
徹
底
し
て
行
き
ま
す
。

　
第
２
は
、≪

産
　
業≫

供
活
力
み
な
ぎ
る
六
次
産
業
が

息
づ
く
島
僑
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
村
の
農
林
水
産
業
は
基
幹
産
業
で
あ
り
、
村
民
に

よ
っ
て
立
つ
産
業
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
基
盤
整
備
に
よ

り
経
営
耕
地
面
積
は
増
え
た
も
の
の
、
農
業
租
生
産
額
、

農
家
数
は
減
少
を
続
け
て
お
り
、
ま
た
、
水
産
業
は
、
昭

和
五
十
四
年
か
ら
始
め
た
モ
ズ
ク
養
殖
業
に
一
定
の
成
果

を
収
め
て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
取
り
巻
く
環
境
は
変
化

し
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

　
観
光
に
つ
い
て
は
、
入
域
者
は
横
ば
い
状
態
で
あ
り
ま

す
が
、
平
成
二
十
七
年
度
に
そ
の
総
合
窓
口
に
な
る
「
伊

平
屋
島
観
光
協
会
の
設
立
」
や
「
ム
ー
ン
ラ
イ
ト
マ
ラ
ソ

ン
」
商
標
に
よ
る
奥
尻
町
と
の
連
携
開
催
で
徐
々
に
県
内

外
か
ら
注
目
を
集
め
つ
つ
あ
り
、
ひ
き
つ
づ
き
そ
の
可
能

性
を
追
求
し
て
い
き
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
村
内
に
お

い
て
は
、
観
光
と
各
種
産
業
と
の
連
携
・
連
動
し
た
事
業

な
ど
へ
の
取
組
が
十
分
に
進
ん
で
い
な
い
状
況
に
あ
る
こ

と
か
ら
、
今
後
は
、
観
光
協
会
及
び
商
工
会
が
主
導
し
、

観
光
・
交
流
産
業
を
中
核
産
業
と
認
識
を
一
に
し
、
連
携

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

１
　
島
の
た
か
ら
を
活
か
し
、
地
域
が
主
体
と
な
っ
た
観

光
・
交
流
産
業
の
振
興

　
地
域
の
産
業
を
振
興
す
る
に
は
、
地
域
資
源
や
特
性
を

活
か
し
、
そ
の
優
位
性
が
発
揮
で
き
る
産
業
分
野
に
重
点

を
お
い
た
戦
略
的
な
振
興
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
雇
用
効
果
が
高
く
、
他
の
産
業
と
の
関

連
性
も
高
い
観
光
・
交
流
産
業
を
中
心
に
、
関
連
産
業
の

積
極
的
な
育
成
と
新
事
業
の
創
出
を
図
り
、
地
域
経
済
効

果
の
向
上
に
向
け
た
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業
と
し
て
の
発
展

を
目
指
し
ま
す
。

（
１
）
農
林
水
産
業
を
活
用
し
た
体
験
型
交
流
の
促
進

　
観
光
・
交
流
産
業
の
振
興
で
交
流
人
口
を
増
大
し
、
観

光
関
連
分
野
で
の
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
や
農
林
水
産

業
、
製
造
業
等
地
場
産
業
と
の
連
携
を
強
化
す
る
な
ど
経

済
波
及
効
果
を
高
め
る
こ
と
で
Ｕ
タ
ー
ン
等
の
定
着
を
図

り
ま
す
。

　
観
光
・
交
流
産
業
等
の
総
合
窓
口
に
つ
い
て
は
、
「
伊

平
屋
島
観
光
協
会
」
が
平
二
十
七
年
四
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
こ
と
か
ら
、
民
泊
事
業
を
始
め
と
す
る
観
光
・
交
流

産
業
に
弾
み
が
つ
く
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

（
２
）
伊
是
名
村
及
び
今
帰
仁
村
と
の
連
携
に
よ
る
観

光
・
交
流
産
業
の
振
興

　
本
村
の
み
の
観
光
誘
客
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
幸

い
、
本
村
と
伊
是
名
村
は
極
め
て
近
い
距
離
に
あ
り
、
ま

た
歴
史
や
文
化
等
に
お
い
て
も
共
通
点
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
両
村
の
「
歴
史
・
文
化
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
旅
行
商

品
開
発
な
ど
を
連
携
し
て
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

現
在
進
め
て
い
る
伊
平
屋
村
・
伊
是
名
村
・
今
帰
仁
村
連

携
に
よ
る
三
村
連
携
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
伊
平
屋
、
伊
是
名
間
を
つ
な
ぐ
架
橋
建
設
に
つ
い
て

は
、
伊
平
屋
・
伊
是
名
経
済
圏
と
し
て
の
効
果
は
多
大
な

も
の
が
あ
り
、
両
村
の
活
性
化
を
考
え
た
場
合
、
両
村
が

一
体
的
に
、
歩
調
を
合
わ
せ
、
早
期
に
実
現
で
き
る
よ
う

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

２
　
く
ら
し
の
立
つ
農
林
水
産
業
の
振
興

　
本
村
の
農
林
水
産
業
は
、
地
域
経
営
資
源
を
活
用
し
た

基
幹
産
業
で
す
が
、
近
年
、
産
業
全
体
に
占
め
る
割
合
い

が
大
き
く
低
下
し
て
お
り
、
か
つ
専
業
農
家
・
漁
家
に

あ
っ
て
も
き
わ
め
て
く
ら
し
の
立
ち
に
く
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
今
後
の
農
・
漁
業
は
、
産
業
基
盤
の
整
備

や
環
境
保
全
を
は
じ
め
、
経
営
感
覚
に
優
れ
た
生
産
者
・

団
体
の
育
成
、
生
産
性
の
向
上
等
を
推
進
し
、
消
費
者
の

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
安
全
・
安
心
で
良
質
な
農
村
資
産
物

の
安
定
供
給
と
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
、
く
ら
し
の
立
つ
農

林
水
産
業
の
振
興
に
取
組
み
ま
す
。

　
基
幹
作
目
で
あ
る
さ
と
う
き
び
、
米
に
つ
い
て
は
、

村
、
Ｊ
Ａ
お
き
な
わ
と
共
に
協
議
を
し
な
が
ら
、
農
家
負

担
の
軽
減
、
生
産
の
向
上
、
経
営
の
安
定
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。
平
成
二
十
九
年
度
は
、
新
伊
平
屋
村
製
糖
工
場
建

設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
基
盤
整
備
に
つ
い
て
は
、
生
産
性
の
向
上
や
農
家
負
担

の
軽
減
を
図
る
た
め
石
レ
キ
の
除
去
、
排
水
処
理
（
暗

渠
）
、
農
道
整
備
、
農
業
用
水
の
確
保
に
取
組
ん
で
い
き

ま
す
。
ま
た
、
未
整
備
地
区
に
つ
い
て
は
、
地
元
の
意
向

を
調
査
し
事
業
化
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
平
成
二
十
九

年
度
は
、
田
名
東
部
地
区
（
石
礫
除
去
六
　
、
防
風

ｈａ

林
）
、
農
業
水
利
施
設
保
全
合
理
化
事
業
で
農
業
用
排
水

施
設
（
水
門
）
等
を
整
備
し
ま
す
。

　
水
産
業
に
つ
い
て
は
、
そ
の
基
盤
と
な
る
漁
港
を
第
三

次
漁
港
整
備
計
画
に
基
づ
い
て
、
伊
平
屋
漁
港
及
び
田
名

漁
港
を
随
時
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

　
平
成
二
十
九
年
度
整
備
概
要
と
し
て
、
田
名
漁
港
（
突

堤
　
Ｌ
＝
四
〇
ｍ
、
泊
地
浚
渫
Ｖ
＝
五
、
〇
二
五
逢

　
第
３
に
、≪

ひ
　
と≫

　
供
郷
土
愛
に
富
み
、
夢
を
求

め
る
人
材
を
育
む
島
僑
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
本
村
の
教
育
は
、
離
島
で
あ
る
が
故
の

様
々
な
ハ
ン
デ
ィ
を
克
服
し
、
新
し
い
島
づ
く
り
に
取
り

組
め
る
人
材
の
育
成
を
優
先
課
題
と
し
て
、
教
育
環
境
の

整
備
、
地
域
連
携
、
社
会
教
育
、
生
涯
学
習
、
人
材
育
成

シ
ス
テ
ム
構
築
等
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

の
成
果
を
検
証
し
な
が
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
社
会
環
境
の

変
化
に
対
応
で
き
る
人
材
の
育
成
を
念
頭
に
、
よ
り
充
実

し
た
教
育
活
動
・
人
材
育
成
シ
ス
テ
ム
を
推
進
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
地
域
、
学

校
、
行
政
と
の
連
携
に
よ
る
教
育
力
の
向
上
を
強
化
し
て

い
く
と
と
も
に
、
新
し
い
発
想
に
よ
る
教
育
環
境
の
整

備
、
交
流
に
よ
る
人
づ
く
り
、
地
域
ぐ
る
み
の
教
育
環
境

の
整
備
に
努
め
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
「
教
育
方
針
」
（
別
冊
）
で
ご
説
明
申

し
上
げ
ま
す
。

　
第
４
に
、≪

く
ら
し≫

供
心
と
体
が
み
た
さ
れ
る
島
僑

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
供
島
に
住
む
幸
せ
僑
を
実
現
す
る
に
あ
た
り
、
「
医

療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
」
は
極
め
て
大
き
な
課
題
で

す
。
今
後
も
「
医
療
・
福
祉
の
さ
ら
な
る
向
上
」
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
は
　
じ
　
め
　
に

　
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
午
後
二
時
四
十
六
分
に
発

生
し
た
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
明
日
で
、
六
年
が
経
過
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
今
だ
に
仮
設
住
宅
に
住
ん
で
お
ら

れ
る
高
齢
者
を
は
じ
め
、
東
日
本
大
震
災
の
（
原
発
事
故

も
含
め
）
一
日
も
早
い
復
興
を
願
う
と
と
も
に
、
被
災
者

皆
様
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
日
こ
こ
に
、
平
成
二
十
九
年
度
第
二
回
伊
平
屋
村
議

会
の
開
催
に
当
た
り
、
提
案
し
て
お
り
ま
す
、
平
成
二
十

九
年
度
予
算
を
は
じ
め
、
諸
議
案
の
説
明
に
先
立
ち
ま
し

て
、
村
政
運
営
に
臨
む
所
信
の
一
端
を
申
し
述
べ
、
村
民

の
皆
様
を
は
じ
め
、
議
員
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
沖
縄
県
に
於
い
て
は
、
沖
縄
県
二
十
一
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン

に
掲
げ
る
離
島
の
振
興
な
く
し
て
、
沖
縄
県
の
振
興
な
し

の
理
念
に
基
づ
き
、
ひ
き
つ
づ
き
離
島
の
交
通
コ
ス
ト
軽

減
、
情
報
通
信
網
の
整
備
、
離
島
に
お
け
る
定
住
条
件
の

整
備
、
少
子
化
対
策
を
要
望
し
て
い
く
こ
と
と
し
、
沖
縄

県
二
十
一
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
も
六
年
目
の
折
り
返
し
を
迎
え

村
民
の
創
意
の
も
と
知
恵
と
工
夫
を
こ
ら
し
た
第
四
次
伊

平
屋
村
総
合
計
画
を
推
進
し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
本
村
に
於
い
て
も
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
観
光
交
流
産
業

の
総
合
窓
口
と
な
る
「
伊
平
屋
島
観
光
協
会
」
が
設
立
さ

れ
、
「
観
光
交
流
産
業
の
総
合
窓
口
」
と
し
て
一
次
産
業

と
連
動
し
た
観
光
交
流
産
業
、
民
泊
事
業
、
商
工
関
連
事

業
な
ど
、
積
極
的
に
実
施
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
又
商
工

会
や
村
総
合
推
進
室
と
連
携
し
、
さ
ら
な
る
躍
進
に
期
待

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
又
、
高
齢
者
支
援
ハ
ウ
ス
（
と
ら
ず
園
）
機
能
強
化
に

努
め
入
所
者
の
皆
様
方
の
心
の
ケ
ー
ア
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。
ひ
き
つ
づ
き
、
少
子
化
対

策
、
定
住
促
進
、
結
婚
祝
金
、
出
産
祝
金
等
の
交
付
を
継

続
し
「
生
き
る
幸
せ
が
実
感
で
き
る
島
」
実
現
の
た
め
に

引
き
続
き
対
策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、
平
成
二
十
九
年
度
は
「
第
四
次
伊
平
屋
村
総
合

計
画
」
評
価
検
証
を
実
施
し
、
「
中
期
計
画
」
の
対
策
に

取
り
組
み
国
と
地
方
が
一
体
的
に
取
り
組
む
た
め
の
「
ま

ち
、
ひ
と
、
し
ご
と
創
生
法
」
に
基
づ
く
「
伊
平
屋
村
、

ま
ち
、
ひ
と
、
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
（
以
下
、
伊
平

屋
村
総
合
戦
略
と
い
う
。
）
を
策
定
し
、
国
が
策
定
し
た

「
ま
ち
、
ひ
と
、
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の
基
本
的
な

考
え
方
や
政
策
五
原
則
を
軸
に
伊
平
屋
村
に
お
け
る
人
口

減
少
と
地
域
経
済
縮
小
を
克
服
し
、
ま
ち
、
ひ
と
、
し
ご
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制
が
無
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
障
が
い
の
あ
る
方
が
安
心

し
て
地
域
で
生
活
で
き
る
社
会
を
目
指
し
、
権
利
擁
護
と

暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
障
が
い
者
福
祉
計
画
に
基
づ
き
「
と
も
に
支
え

合
い
、
働
く
喜
び
・
生
き
る
喜
び
に
あ
ふ
れ
る
村
」
の
実

現
を
目
指
し
、
障
が
い
者
の
社
会
参
加
、
自
立
に
向
け
た

支
援
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

３
　
医
療
体
制
の
充
実

　
全
国
的
に
医
師
不
足
が
問
題
に
な
る
中
、
伊
平
屋
村
で

は
、
沖
縄
県
北
部
病
院
伊
平
屋
診
療
所
と
村
立
歯
科
診
療

所
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。
医
療
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図

る
と
同
時
に
住
民
検
診
等
の
村
民
の
健
康
管
理
を
は
じ

め
、
疾
病
の
予
防
に
努
め
ま
す
。

　
歯
科
診
療
所
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
七
年
度
に
設
備

の
老
朽
化
に
伴
い
改
修
を
行
い
ま
し
た
。
村
民
の
口
腔
外

科
医
療
に
さ
ら
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
１
）
地
域
を
挙
げ
た
健
康
づ
く
り

　
「
健
康
で
あ
る
こ
と
」
は
幸
せ
の
第
一
歩
で
す
。
乳
幼

児
か
ら
高
齢
者
ま
で
全
て
村
民
が
健
や
か
に
生
活
す
る
た

め
の
施
策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
村
民
一
人
ひ
と
り
が

自
ら
、
健
康
な
生
活
を
維
持
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
き

ま
す
。

　
幸
い
、
本
村
に
お
い
て
村
民
自
ら
が
発
案
実
施
し
て
い

る
大
変
す
ば
ら
し
い
取
組
も
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
か
ら
大

人
・
高
齢
者
ま
で
世
代
間
交
流
を
実
践
し
て
い
る
「
区
民

の
日
」
事
業
は
高
い
評
価
を
受
け
、
「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
・

体
力
づ
く
り
全
国
会
議
二
０
一
五
」
に
お
い
て
平
成
二
十

六
年
度
体
力
づ
く
り
優
秀
組
織
表
彰
を
受
章
し
ま
し
た
。

村
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
大
変
心
強
く
感
じ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
そ
の
取
組
み
を
さ
ら
に
支
援
し
て
い
き
ま

す
。

４
　
海
上
交
通
等
の
利
便
性
向
上
と
空
の
交
通
の
早
期
開
設

　
離
島
伊
平
屋
村
の
振
興
を
考
え
る
上
で
、
大
き
な
課
題

の
一
つ
に
は
交
通
ア
ク
セ
ス
が
あ
り
ま
す
。

　
船
舶
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
か
ら
就
航
し

た
新
造
船
フ
ェ
リ
ー
い
へ
や
Ⅲ
も
順
調
に
そ
の
成
果
が
顕

れ
。
就
航
率
は
上
が
り
利
便
性
及
び
快
適
性
が
格
段
に
向

上
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
経
費
節
減
に
努
め
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
、
観
光
交
流
産
業
と
の
連
携
を
強
力
に
す
す

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
陸
上
交
通
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
四
年
七
月
か
ら
本

格
運
行
し
た
コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ
ー
バ
（
一
〇
〇
円
）
を
高
齢

者
や
障
が
い
者
が
負
担
な
く
乗
り
降
り
で
き
る
よ
う
に
や

さ
し
い
ワ
ン
ス
テ
ッ
プ
型
、
ま
た
、
集
落
内
を
小
回
り
で

き
る
よ
う
小
型
化
（
十
四
人
乗
）
を
図
り
ま
し
た
。

　
空
港
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
沖
縄
県
で
は
一

連
の
手
続
き
を
終
え
、
空
港
整
備
事
業
に
必
要
な
就
航
予

定
航
空
会
社
の
意
思
表
示
（
就
航
同
意
）
が
示
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
国
へ
の
認
可
申
請
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
村
で
は
、
沖
縄
県
、
北
部
市
町
村
会
、
北
部
振

興
会
、
伊
平
屋
村
、
伊
是
名
村
一
丸
と
な
っ
て
、
早
期
開

港
に
向
け
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

景
観
行
政
に
つ
い
て

　
伊
平
屋
村
景
観
計
画
、
景
観
条
例
等
を
整
備
し
、
伊
平

屋
村
の
原
風
景
を
守
り
、
本
村
に
残
る
素
朴
な
自
然
景

観
、
歴
史
・
文
化
的
景
観
を
保
全
し
、
こ
れ
ら
に
調
和
し

た
よ
り
良
い
景
観
の
創
出
及
び
再
生
を
図
り
、
次
の
世
代

へ
継
承
し
て
い
く
「
原
風
景
の
島
」
と
し
て
内
外
に
誇
れ

る
美
し
い
景
観
を
保
護
し
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
本
年
度

は
引
き
続
き
、
米
崎
公
園
の
緑
化
計
画
に
基
づ
き
、
海
浜

創
生
等
の
緑
化
工
事
を
行
い
ま
す
。

観
光
地
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
事
業
に
つ
い
て

　
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
魅
力
的
な
観
光
地
づ
く
り
の
推

進
を
目
的
と
し
て
、
海
岸
、
道
路
、
公
園
な
ど
観
光
客
が

利
用
す
る
公
共
施
設
等
の
美
化
、
清
掃
や
花
木
の
植
栽
な

ど
を
継
続
し
て
実
施
し
て
行
い
ま
す
。

（
１
）
農
業
集
落
排
水
事
業
（
下
水
道
）
及
び
簡
易
水
道

事
業
に
つ
い
て

　
農
業
集
落
排
水
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
二
十
六
年
度

に
田
名
地
区
処
理
場
の
機
能
強
化
事
業
の
実
施
設
計
を
行

い
、
二
十
七
年
度
か
ら
機
能
強
化
事
業
を
実
施
し
二
十
八

年
度
で
完
了
し
ま
し
た
。
ま
た
、
島
尻
地
区
の
機
能
強
化

事
業
導
入
に
向
け
た
実
施
設
計
等
を
行
い
、
二
十
八
年
度

事
業
導
入
し
二
十
九
年
度
で
完
了
の
予
定
で
す
。
水
洗
化

率
の
向
上
を
め
ざ
し
、
快
適
な
生
活
環
境
の
向
上
と
公
共

用
水
域
の
水
質
保
全
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
簡
易
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
二
十
七
年
度
は
沖

縄
県
の
水
道
広
域
化
に
向
け
た
実
証
調
査
事
業
を
行
い
、

広
域
化
に
向
け
た
調
印
式
及
び
説
明
会
等
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
本
年
度
も
引
き
続
き
、
県
が
行
う
広
域
化
の
取
り
組

み
に
協
力
し
、
基
本
計
画
（
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
）
を
も
と

に
、
維
持
管
理
等
の
コ
ス
ト
軽
減
を
推
進
し
て
い
く
と
共

に
、
よ
り
一
層
の
経
営
改
善
に
取
り
組
み
、
安
心
・
安
全

な
水
の
供
給
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

５
　
災
害
に
強
い
島
づ
く
り
の
推
進

　
地
球
環
境
の
変
化
に
よ
る
世
界
的
な
異
常
気
象
、
集
中

豪
雨
や
台
風
、
大
地
震
や
津
波
等
が
世
界
各
地
で
発
生
す

る
中
、
村
域
の
保
全
と
村
民
の
生
命
・
財
産
を
災
害
か
ら

守
る
た
め
「
災
害
に
強
い
村
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
地
域

防
災
計
画
に
基
づ
き
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
第
５
に
、≪

環
　
境≫

供
豊
か
な
自
然
を
守
り
育
て
る

島
僑
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
本
村
に
残
る
手
付
か
ず
の
自
然
環
境
と
す

ば
ら
し
い
景
観
を
大
事
な
「
島
の
た
か
ら
」
と
し
て
守
り

育
み
、
次
の
世
代
に
残
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
青
く
透
き
通
っ
た
海
、
白
い
砂
浜
は

も
ち
ろ
ん
、
豊
か
な
山
林
や
沢
、
そ
し
て
昔
な
が
ら
の
集

落
景
観
な
ど
も
大
事
な
「
島
の
た
か
ら
」
と
し
て
村
民
が

共
通
の
認
識
を
持
ち
、
主
体
的
に
環
境
と
共
生
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。

　
村
民
の
生
活
向
上
と
「
島
の
た
か
ら
」
で
あ
る
自
然
・

景
観
の
保
全
・
育
成
の
バ
ラ
ン
ス
を
村
民
全
体
で
考
え
て

い
く
と
と
も
に
、
環
境
を
守
る
意
識
の
啓
発
や
、
環
境
に

や
さ
し
い
生
活
の
推
進
（
ゴ
ミ
の
分
別
等
）
美
し
い
景
観

づ
く
り
な
ど
を
積
極
的
に
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

１
　
自
然
環
境
の
保
全
と
活
用

　
本
村
の
最
大
の
宝
は
供
島
の
自
然
で
す
。
豊
か
な
自
然

環
境
を
劣
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た

め
、
生
物
多
様
性
の
保
全
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
陸

域
・
海
浜
環
境
の
保
全
、
自
然
環
境
の
適
正
利
用
、
さ
ら

に
は
、
本
村
ら
し
い
自
然
環
境
の
再
生
を
推
進
し
ま
す
。

　
自
然
環
境
の
保
全
に
つ
い
て
は
、
本
土
復
帰
後
急
速
に

進
ん
だ
各
種
基
盤
整
備
事
業
に
よ
り
本
村
の
自
然
環
境
に

か
な
り
の
負
荷
を
与
え
て
き
ま
し
た
。
環
境
協
力
税
や
美

ら
島
応
援
寄
付
金
（
ふ
る
さ
と
納
税
）
等
を
活
用
し
た
活

動
を
と
お
し
て
、
広
く
村
民
や
来
島
者
に
自
然
環
境
保
全

思
想
の
普
及
を
推
進
し
ま
す
。

　
自
然
環
境
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
自
然
と
人
間
社
会
の

共
存
し
た
関
係
（
里
山
、
里
海
の
時
代
）
を
築
く
た
め
、

環
境
収
容
能
力
の
考
え
の
も
と
、
自
然
環
境
を
適
正
に
利

用
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
か
ら
、
自
然
環
境
保
全
型

自
然
体
験
活
動
（
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
）
、
農
山
漁
村
体

験
・
滞
在
型
ツ
ー
リ
ズ
ム
等
を
推
進
し
ま
す
。

　
自
然
環
境
と
調
和
し
た
農
林
水
産
業
に
つ
い
て
は
、
農

林
水
産
業
の
自
然
循
環
機
能
の
推
持
増
進
と
離
島
の
持
つ

豊
か
で
美
し
い
環
境
の
保
全
を
図
る
な
ど
、
環
境
と
調
和

し
た
農
林
水
産
業
を
促
進
し
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
既
存
農
地
か
ら
の
赤
土
等
の
流
出
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
地
域
に
お
い
て
は
、
農
地
生
産
力
の
維
持

向
上
を
進
め
な
が
ら
海
域
等
環
境
保
全
を
図
る
た
め
、
ほ

場
の
勾
配
修
正
、
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
設
置
等
と
併
せ

て
、
緑
肥
作
物
の
導
入
、
作
付
け
体
系
の
改
善
等
、
環
境

の
負
荷
軽
減
に
配
慮
し
た
総
合
的
な
取
組
み
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
地
域
が
主
体
的
に
取
組
む
シ
ス
テ
ム
の
構
築

を
図
り
ま
す
。

２
　
美
し
い
景
観
の
整
備

　
本
村
を
、
地
域
住
民
が
活
き
活
き
と
誇
り
を
持
っ
て
暮

ら
せ
る
豊
か
で
住
み
よ
い
地
域
と
し
、
ま
た
訪
れ
る
方
に

も
開
か
れ
た
地
域
と
す
る
た
め
に
は
、
景
観
や
自
然
環
境

に
も
配
慮
し
つ
つ
、
地
域
住
民
や
団
体
な
ど
に
よ
る
集
落

機
能
の
活
性
化
を
図
り
、
美
し
い
村
づ
く
り
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。
手
付
か
ず
の
美
し
い
自
然
県
境
や
田
園
景

観
、
昔
な
が
ら
の
伝
統
的
な
家
並
み
等
伊
平
屋
ら
し
い
景

観
・
風
景
・
風
土
を
次
世
代
に
守
り
継
ぐ
と
と
も
に
、
花

と
緑
に
あ
ふ
れ
る
潤
い
の
あ
る
地
域
を
形
成
す
る
た
め

に
、
継
続
的
に
景
観
・
風
景
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
今
年
度
も
、
米
崎
海
浜
公
園
の
整
備
を
す
す
め
な
が
ら

「
海
浜
」
の
保
全
及
び
海
岸
植
生
の
再
生
を
検
証
し
、
海

浜
保
全
・
再
生
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
景
観
行
政
団
体
移
行
に
よ
り
、
本
村
の
魅
力
で
あ
る

「
原
風
景
」
を
維
持
し
、
く
ら
し

や
文
化
に
育
ま
れ
た
地
域
資
源
を
活
用
し
、
総
合
的
な
風

景
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

３
　
持
続
可
能
な
循
環
型
社
会
の
構
築

　
本
村
特
有
の
自
然
環
境
を
保
全
・
活
用
す
る
と
と
も

に
、
環
境
が
有
限
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
環
境
へ
の
負

荷
の
少
な
い
持
続
的
発
展
が
可
能
な
循
環
型
社
会
を
創
り

上
げ
て
い
く
努
力
が
必
要
で
す
。
本
村
の
恵
み
豊
か
な
環

境
の
恵
沢
を
享
受
す
る
こ
と
は
、
現
在
及
び
将
来
の
我
々

の
権
利
で
あ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
保
全
及
び
創
造
し
、

将
来
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
は
現
代
世
代
の
責
務
で
あ

り
ま
す
。

　
伊
平
屋
村
特
有
の
自
然
環
境
の
大
切
さ
を
地
域
住
民
で

共
有
し
、
こ
の
環
境
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
、
自

然
環
境
保
全
と
社
会
経
済
活
動
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た

社
会
構
築
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、
排
出
さ
れ
る
廃
棄
物
を
減
少
さ

せ
、
快
適
で
衛
生
的
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
ゴ
ミ
資
源
ゴ
ミ
の
分
別
意
識
の
徹
底
を
図
り
、
住
民

の
自
主
的
な
ル
ー
ル
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
生
ゴ
ミ
に
つ
い
て
は
、
コ
ン
ポ
ス
ト
化
及
び
そ
の
収
集

方
法
に
つ
い
て
引
続
き
調
査
・
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
お
わ
り
に

　
二
〇
一
七
年
（
平
成
二
十
九
年
）
の
村
政
運
営
の
基
本

的
な
考
え
方
と
所
信
の
一
端
を
申
し
述
べ
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
厳
し
い
財
政
の
も
と
、
供
入
（
い
）
る
を
量
り
て

　
出
（
い
）
ず
る
を
制
す
僑
の
財
政
規
律
を
基
本
に
、
最

小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
が
挙
げ
ら
れ
る
よ
う
限
ら
れ
た

予
算
を
最
大
限
に
活
用
し
、
第
四
次
伊
平
屋
村
総
合
計
画

の
村
づ
く
り
基
本
目
標
の
実
現
を
目
指
し
て
、
全
力
を
傾

注
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
こ
に
、
議
員
各
位
並
び
に
村
民
の
皆
様
の
ご
指
導
と

御
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
二
〇
一
七

年
度
（
平
成
二
十
九
年
度
）
施
政
方
針
と
致
し
ま
す
。

二
〇
一
七
（
平
成
二
十
九
）
年
三
月
一
日

伊
平
屋
村
長
　
　
伊
　
礼
　
幸
　
雄

　
ま
た
、
本
村
に
お
い
て
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
生
活

に
関
わ
る
相
互
扶
助
や
ま
つ
り
等
伝
統
文
化
の
維
持
な
ど

に
お
い
て
大
き
な
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
も
の
の
、
一
方

で
課
題
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
今
後
の
次
世
代
を
担
う
若

年
層
と
伊
平
屋
村
発
展
を
築
い
て
き
た
中
高
齢
者
と
の
間

に
み
ら
れ
る
世
代
間
ギ
ャ
ッ
プ
、
結
婚
等
を
機
会
に
島
外

か
ら
移
り
住
ん
だ
若
者
等
と
の
間
に
み
ら
れ
る
ギ
ャ
ッ
プ

の
ほ
か
、
様
々
な
課
題
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
幸
せ
を
実
感
し
な
が
ら
、
こ
の
島
で
暮
ら
し
続
け
る
た

め
に
は
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
、

高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
々
に
や
さ
し
い
社
会
、
誰
も

が
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
維
持
で
き
る
社
会
環
境
づ
く

り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

１
　
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
環
境
づ
く
り

　
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
を
整
備
し
ま
す
。
特

に
出
産
に
つ
い
て
は
、
島
外
に
通
院
・
滞
在
す
る
な
ど
、

離
島
ゆ
え
の
ハ
ン
デ
ィ
が
あ
る
こ
と
か
ら
通
院
に
係
る
経

費
の
助
成
・
出
産
に
伴
う
滞
在
費
の
一
部
助
成
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
安
心
し
て
妊
娠
、
出
産
し
、
子
ど
も
を
育
て

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
相
談
体
制
等
の
充
実
を
図
り
ま

す
。

　
母
子
父
子
・
児
童
福
祉
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
六
年

度
に
策
定
し
た
「
伊
平
屋
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
書
」
に
基
づ
き
進
め
て
い
き
ま
す
。

２
　
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
村
づ
く
り

　
村
民
一
人
ひ
と
り
が
豊
か
な
人
間
性
を
育
み
生
き
る
力

を
身
に
付
け
て
い
く
と
共
に
、
村
民
皆
で
子
ど
も
や
若
者

を
育
成
・
支
援
し
、
年
齢
や
障
が
い
の
有
無
等
に
か
か
わ

り
な
く
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
「
共
生
社
会
」
の
実

現
に
努
め
ま
す
。

（
１
）
元
気
で
活
き
活
き
と
し
た
高
齢
者
福
祉
の
向
上

　
本
村
の
屋
台
骨
を
こ
れ
ま
で
築
き
上
げ
て
き
た
高
齢
者

が
、
こ
れ
か
ら
も
元
気
で
生
き
が
い
を
も
っ
て
暮
ら
せ
る

よ
う
、
若
い
世
代
や
子
ど
も
達
と
の
交
流
や
、
健
康
相
談

な
ど
を
実
施
し
、
要
介
護
者
へ
の
移
行
を
防
ぎ
、
安
心
し

て
老
後
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
。

　
生
活
支
援
ハ
ウ
ス
「
と
ら
ず
園
」
に
つ
い
て
は
、
伊
平

屋
村
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
連
携
の
も
と
、
介
護
福
祉

サ
ー
ビ
ス
等
の
充
実
、
地
域
に
お
け
る
高
齢
者
の
生
き
が

い
活
動
や
見
守
り
体
制
の
充
実
を
図
り
、
地
域
の
中
で
も

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
し
つ
づ
け
ら
れ
る
環
境
整
備
に

努
め
ま
す
。

（
２
）
障
が
い
の
あ
る
方
々
が
暮
ら
し
や
す
い
社
会
環
境

づ
く
り

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
し
た
い
と
い
う
障
が
い
の
あ

る
方
々
の
願
い
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
地
域
の
中
に
、

生
活
上
の
様
々
な
困
り
ご
と
か
ら
発
生
す
る
多
種
多
様
な

ニ
ー
ズ
を
必
要
な
支
援
に
つ
な
ぐ
、
き
め
細
か
な
支
援
体
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方
が
で
き
る
よ
う
環
境
整
備
を
し
、
老
い
も
若
き
も
支
え
合
う
地

域
活
動
を
推
進
し
、
「
安
心
・
安
全
・
平
和
」
な
生
涯
学
習
社
会

の
形
成
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
の
様
な
視
点
に
立
ち
、
村
教
育
委
員
会
は
、
日
本
国
憲
法
・

教
育
基
本
法
に
則
り
、
学
習
指
導
要
領
及
び
本
県
教
育
主
要
施

策
、
伊
平
屋
村
学
校
教
育
要
覧
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
九
年
度
の

本
村
教
育
施
策
を
定
め
る
。

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
　
伊
平
屋
村
教
育
委
員
会

　
伊
平
屋
村
の
教
育
目
標

　
　
平
成
四
年
三
月
五
日
　
　
　
　
　
　
村
教
育
委
員
会
決
定

　
　
平
成
十
年
三
月
五
日
　
　
　
　
　
　
村
教
育
委
員
会
改
正

　
　
平
成
十
四
年
三
月
六
日
　
　
　
　
　
村
教
育
委
員
会
改
正

　
　
平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
八
日
　
　
村
教
育
委
員
会
改
正

［
基
本
方
針
］

　
伊
平
屋
村
は
、
村
民
及
び
幼
児
児
童
生
徒
の
個
性
を
尊
重
し
、

国
・
県
及
び
郷
土
の
自
然
と
歴
史
・
文
化
に
誇
り
を
持
ち
、
創
造

性
・
国
際
性
豊
か
な
人
材
の
育
成
と
、
高
齢
社
会
に
お
け
る
生
涯

学
習
の
振
興
を
期
し
て
、
次
の
教
育
施
策
を
推
進
す
る

［
教
育
目
標
］

○
基
礎
的
・
基
本
的
事
項
を
身
に
つ
け
、
自
ら
学
び
、
心
豊
か
で

た
く
ま
し
く
、
個
性
に
溢
れ
る
創
造
性
豊
か
な
幼
児
児
童
生
徒
を

育
成
す
る

○
平
和
で
活
力
に
満
ち
た
社
会
の
形
成
者
と
し
て
、
郷
土
を
愛

し
、
郷
土
文
化
の
継
承
発
展
に
寄
与
し
、
創
造
性
・
国
際
性
豊
か

で
、
情
報
社
会
に
適
応
で
き
る
心
身
共
に
健
全
で
、
人
間
性
豊
か

な
村
民
を
育
成
す
る

○
村
民
の
連
帯
感
を
育
み
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
・
行
政
の

相
互
連
携
の
も
と
、
社
会
の
変
化
に
対
応
し
得
る
教
育
の
方
法
を

追
求
し
、
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
生
涯
学
習
社
会
を
形
成
す
る

　
平
成
二
十
九
年
度
伊
平
屋
村
教
育
主
要
施
策
の
要
点

　
本
村
に
お
け
る
教
育
は
、
国
及
び
県
の
教
育
施
策
を
参
考
に
し

な
が
ら
、
村
独
自
の
教
育
課
題
を
明
確
に
し
て
、
各
施
策
の
具
体

的
取
組
を
展
開
す
る
。

 １
　
学
校
教
育
の
充
実
 

　
幼
児
児
童
生
徒
一
人
一
人
が
自
ら
学
ぶ
意
欲
を
持
ち
、
心
豊
か

に
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を
身
に
つ
け
る
教
育
活
動
を
展
開
す

る
。
特
に
、
知
力
を
高
め
る
た
め
の
教
員
の
研
修
支
援
、
保
護
者

と
の
連
携
強
化
、
地
域
人
材
活
用
等
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充

実
を
図
る
。
さ
ら
に
、
学
校
環
境
の
整
備
の
充
実
と
郷
土
文
化
の

継
承
・
発
展
及
び
ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
充
実
を
図
る
。

［
取
組
内
容
］

（
１
）
確
か
な
学
力
の
確
立

○
分
か
る
授
業
の
充
実
　
〇
教
職
員
研
修
（
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
教

育
）
の
充
実
　
○
読
書
習
慣
の
充
実
　
○
授
業
と
連
動
し
た
宿

題
の
日
常
化
　
○
学
習
規
律
の
徹
底
　
○
生
活
リ
ズ
ム
の
徹
底

　
○
伝
統
文
化
学
習
の
日
の
充
実
　
○
地
域
資
源
活
用
充
実
　

○
て
る
し
の
塾
・
東
大
塾
の
推
進
　
○
島
発
ち
教
育
推
進
事
業

の
取
組
　
〇
小
学
校
英
語
教
育
の
推
進
　
〇
道
徳
教
育
の
推
進

（
２
）
心
の
教
育
の
充
実

○
あ
い
さ
つ
の
徹
底
　
○
話
す
・
聞
く
態
度
の
育
成
　
○
片
付

け
掃
除
習
慣
　
○
時
間
の
け
じ
め
習
慣
　
○
み
な
り
服
装
の
徹

底
　
○
危
機
管
理
能
力
の
徹
底

（
３
）
た
く
ま
し
い
体
を
育
む
教
育
の
充
実

○
運
動
部
活
動
の
強
化
　
○
健
康
教
育
の
日
常
化
　
○
安
全
意

識
の
日
常
化
　
〇
徒
歩
通
学
、
自
転
車
通
学
の
奨
励
　
○
衛
生

管
理
・
教
育
の
日
常
化
　
○
栄
養
バ
ラ
ン
ス
教
育
の
日
常
化
　

（
４
）
食
育
の
推
進

○
偏
食
追
放
運
動
　
○
栄
養
教
育
の
充
実
　
○
規
則
正
し
い
生

活
習
慣
の
徹
底
　
○
嗜
好
品
摂
取
に
つ
い
て
の
周
知

（
５
）
特
別
支
援
教
育
の
充
実

○
校
内
委
員
会
活
性
化
の
支
援
　
〇
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
資

質
向
上
（
研
修
）
　
〇
個
性
支
援
　
○
相
互
理
解
　
○
発
達
支

援
　
○
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
支
援
　
○
講
演
会
の
充
実

（
６
）
幼
児
教
育
の
充
実

○
し
つ
け
の
徹
底
　
○
生
活
リ
ズ
ム
の
徹
底
　
○
個
性
の
伸
張

　
○
自
立
支
援
　
〇
保
幼
小
中
連
携
の
推
進

（
７
）
個
性
を
大
切
に
す
る
教
育
の
推
進

○
体
験
・
経
験
・
観
察
学
習
支
援
　
○
環
境
整
備
支
援
　
○
文

化
活
動
支
援
　
○
特
色
あ
る
教
育
課
程
編
成
支
援
　
〇
キ
ャ
リ

ア
教
育
の
充
実

（
８
）
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
の
推
進

○
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
支
援
と
Ｈ
Ｐ
の
充
実
　
○
地
域
人
材

活
用
支
援
　
○
地
域
連
携
支
援
　
〇
学
校
評
価
の
充
実
　
○
安

心
・
安
全
・
平
和
な
教
育
環
境
整
備
支
援
　

 ２
　
社
会
教
育
の
充
実
 

　
村
民
一
人
一
人
が
社
会
の
形
成
者
と
し
て
の
自
覚
と
責
任
を
負

い
、
村
民
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
活
動
の
日
常
化
を
図
る
。
特
に
、

青
年
会
・
婦
人
会
・
老
人
会
・
子
ど
も
会
等
社
会
教
育
団
体
の
活

動
の
活
性
化
を
図
り
、
社
会
教
育
指
導
者
育
成
等
の
支
援
を
す

る
。

［
取
組
内
容
］

（
１
）
社
会
教
育
基
盤
の
整
備
・
充
実

○
離
島
振
興
総
合
セ
ン
タ
ー
施
設
の
充
実
　
○
学
校
施
設
開
放

の
充
実

（
２
）
　
家
庭
教
育
機
能
の
充
実

〇
基
本
的
生
活
習
慣
の
確
立
　
○
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん

奨
励
　
〇
徒
歩
通
学
・
自
転
車
通
学
奨
励
　
○
時
間
の
け
じ
め

推
進
　
○
あ
い
さ
つ
・
身
な
り
・
片
付
け
習
慣
の
奨
励
　
〇
家

庭
の
日
設
定
奨
励
　
〇
読
み
聞
か
せ
奨
励

（
３
）
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
社
会
教
育

○
諸
講
座
開
設
　
○
サ
ー
ク
ル
活
動
奨
励
　
○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
奨
励

（
４
）
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

○
村
民
体
育
の
日
推
進
　
○
ラ
ジ
オ
体
操
充
実
　
〇
ニ
ー
ズ
に

合
う
ス
ポ
ー
ツ
の
奨
励
　
○
海
浜
ス
ポ
ー
ツ
の
奨
励

（
５
）
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

○
運
動
部
活
動
の
活
性
化
支
援
　
○
村
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催
　

○
島
外
大
会
参
加
推
進

 ３
　
青
少
年
の
健
全
育
成
 

　
「
地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
育
て
る
」
を
基
本
と
し
て
学
校
・

家
庭
・
地
域
社
会
・
行
政
と
の
密
接
な
連
携
強
化
を
図
る
。
ま

た
、
当
た
り
前
の
こ
と
が
当
た
り
前
に
で
き
る
家
庭
教
育
力
の
高

揚
を
図
る
。

［
取
組
内
容
］

（
１
）
地
域
活
動
・
体
験
活
動
の
充
実

○
各
字
行
事
参
加
支
援
　
○
子
供
会
活
動
支
援
　
〇
伝
統
文
化

学
習
の
日
の
支
援

（
２
）
学
校
・
家
庭
・
地
域
・
行
政
の
相
互
連
携
協
力

○
あ
い
さ
つ
運
動
の
周
知
徹
底
支
援
　
○
６
３
０
運
動
の
日
常

化
支
援
　
○
お
手
伝
い
運
動
奨
励
　
○
家
庭
学
習
周
知
徹
底
支

援
　
〇
夏
休
み
親
子
教
室
　
〇
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
読
書
」
の
充
実

　
〇
「
弁
当
の
日
」
の
実
践
　

（
３
）
島
発
ち
後
の
自
立
支
援
活
動

　
〇
高
校
生
支
援
事
業
及
び
激
励
会
開
催

 ４
　
文
化
の
継
承
・
発
展
 

　
本
村
文
化
の
殿
堂
と
し
て
「
歴
史
民
俗
資
料
館
」
の
充
実
強
化

を
図
り
、
文
化
セ
ン
タ
ー
及
び
総
合
ア
ー
ト
の
発
信
基
地
に
な
り

う
る
機
能
化
を
目
指
す
。

　
ま
た
、
本
村
で
育
ん
だ
郷
土
文
化
を
大
人
か
ら
青
年
へ
、
青
年

か
ら
児
童
生
徒
へ
受
け
継
ぐ
指
導
支
援
を
図
る
。
各
区
子
ど
も
会

等
の
活
動
支
援
を
強
化
す
る
。
さ
ら
に
、
学
校
行
事
等
へ
の
連
携

強
化
を
図
り
な
が
ら
充
実
発
展
を
目
指
す
。

［
取
組
内
容
］

（
１
）
文
化
財
の
保
護
と
活
用

○
有
形
・
無
形
文
化
財
指
定
　
〇
歴
史
文
化
基
本
構
想
実
施
計

画
の
取
り
組
み
　
○
文
化
財
分
布
図
の
作
成
　
○
埋
蔵
文
化
財

の
発
掘
調
査
・
保
存
・
保
護
推
進

（
２
）
文
化
施
設
（
民
俗
資
料
館
）
の
活
用

　
○
民
俗
資
料
館
の
学
校
利
用
推
進
　
○
民
俗
資
料
館
事
業
推
進

（
３
）
文
化
芸
術
活
動
の
推
進

○
イ
ベ
ン
ト
企
画
の
日
常
化
　
○
諸
教
室
開
設
推
進
　
○
諸
展

示
会
開
催
推
進
　
○
文
化
啓
蒙
活
動
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン

タ
ー
位
置
づ
け

 ５
　
生
涯
学
習
の
充
実
 

　
人
は
「
生
涯
学
習
者
で
あ
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
村
民
の
ニ
ー

ズ
に
あ
っ
た
多
様
な
学
習
環
境
を
整
備
す
る
。
学
校
教
育
及
び
社

会
教
育
と
連
携
し
て
、
生
き
る
楽
し
さ
を
構
築
で
き
る
よ
う
に
村

民
の
意
識
改
革
を
図
る
。

［
取
組
内
容
］

（
１
）
生
涯
学
び
続
け
ら
れ
る
環
境
整
備

○
村
ま
つ
り
支
援
活
動
　
○
長
寿
学
園
等
開
設
支
援
　
○
公
民

館
活
用
奨
励
　
○
友
愛
と
健
康
の
広
場
、
村
民
体
育
館
等
施
設

活
用
推
進

（
２
）
村
民
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
学
習
機
会
の
充
実

　
○
民
俗
芸
能
教
室
開
設
推
進
　
○
ラ
ジ
オ
体
操
充
実

（
３
）
活
力
あ
る
生
活
空
間
の
創
造
推
進

○
音
楽
鑑
賞
　
○
芸
術
鑑
賞
　
○
映
画
鑑
賞
　
○
ス
ポ
ー
ツ
体

験
　
○
農
業
実
践
発
表
　
○
海
浜
体
験
発
表

 ６
　
教
育
行
政
の
充
実
 

 「
人
材
は
資
源
で
あ
る
」
こ
と
は
永
遠
の
課
題
で
あ
る
。
そ
の

課
題
を
解
決
す
べ
き
教
育
行
政
に
は
責
任
と
実
行
力
の
あ
る
事
業

の
展
開
が
求
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
村
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
多
様

な
施
策
と
連
携
が
重
要
で
あ
る
。
学
校
教
育
の
充
実
・
社
会
教
育

の
充
実
等
、
地
域
社
会
へ
開
か
れ
た
教
育
行
政
を
推
進
す
る
。

［
取
組
内
容
］

（
１
）
教
育
施
策
推
進
体
制
の
充
実

（
２
）
教
育
委
員
会
及
び
事
務
局
体
制
の
充
実

（
３
）
教
職
員
等
の
労
働
環
境
の
改
善
・
充
実
管
轄

 ７
　
国
際
社
会
・
情
報
社
会
へ
の
対
応
 

　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
高
度
情
報
社
会
の
中
で
、
広
い
視
野
で
社
会

の
流
れ
を
受
け
止
め
ら
れ
る
よ
う
な
村
民
の
意
識
改
革
を
図
る
。

特
に
、
学
校
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
的
役
割
を
提
供
し
、
児

童
生
徒
ら
と
共
に
国
際
性
豊
か
な
村
民
を
目
指
す
。

［
取
組
内
容
］

（
１
）
国
際
社
会
に
対
応
し
た
教
育
の
推
進

○
小
中
連
携
英
語
学
習
　
〇
Ａ
Ｌ
Ｔ
活
用
英
語
教
室
　
○
海
外

短
期
留
学
支
援
　
○
Ｉ
Ｅ
Ｄ
Ｃ
Ｐ
（
Ｉ
ｈ
ｅ
ｙ
ａ
　
Ｅ
ｎ
ｇ
ｌ

ｉ
ｓ
ｈ
　
Ｄ
ａ
ｙ
　
Ｃ
ａ
ｍ
ｐ
　
Ｐ
ｒ
ｏ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
）
の
開
催

　
○
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
開
催

（
２
）
情
報
社
会
に
対
応
し
た
教
育
の
推
進

　
○
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
充
実
　
　
○
教
育
用
ソ
フ
ト
整
備

　
は
　
じ
　
め
　
に

　
伊
平
屋
村
は
沖
縄
県
の
最
北
端
に
位
置
し
、
素
朴
で
自
然
豊
か

な
島
で
あ
る
。
歴
史
的
に
は
古
生
代
に
さ
か
の
ぼ
る
島
の
生
い
立

ち
や
、
万
葉
の
世
界
に
通
ず
る
天
照
大
御
神
伝
説
や
太
陽
神
・
祖

先
崇
拝
・
万
の
神
様
「
御
嶽
・
ウ
タ
キ
」
に
象
徴
さ
れ
、
県
内
外

で
も
有
数
の
神
の
島
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
昨
年
、
島
の
三
連

山
「
グ
ス
ク
跡
」
や
遠
目
番
、
火
立
て
屋
、
チ
ジ
石
等
が
発
見
さ

れ
、
い
に
し
え
の
ロ
マ
ン
も
溢
れ
て
い
る
。

　
豊
か
な
自
然
環
境
に
醸
成
さ
れ
た
村
民
は
、
の
ん
び
り
と
し
た

生
活
の
中
で
強
い
絆
と
温
か
い
人
情
を
育
ん
で
生
き
て
い
る
。
ま

た
、
村
民
の
生
活
が
育
ん
だ
郷
土
の
文
化
「
ウ
ン
ジ
ャ
ミ
・
豊
年

祭
」
等
は
文
化
的
価
値
が
高
く
、
本
村
の
誇
り
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
豊
か
さ
と
便
利
さ
を
求
め
る
時
代
の
波
に
押
し
流

さ
れ
、
年
々
人
口
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
現
状
は
、
島
で

生
き
る
村
民
一
人
一
人
が
自
信
と
誇
り
を
持
っ
て
生
活
し
て
い
る

と
は
言
い
難
い
。
ま
た
、
児
童
生
徒
は
、
高
校
進
学
と
同
時
に
島

を
離
れ
て
い
く
宿
命
を
背
負
わ
さ
れ
て
い
る
。

　
昨
今
、
地
球
環
境
が
激
変
し
、
我
が
国
は
も
と
よ
り
世
界
中
で

未
曾
有
の
自
然
災
害
に
よ
り
人
間
社
会
は
大
き
な
試
練
と
悲
し
み

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
十
九
世
紀
の
産
業
革
命
以
来
、
人
間

の
知
恵
で
万
物
克
服
可
能
と
言
う
過
信
を
抱
い
て
い
た
が
、
人
間

は
、
自
然
界
の
原
理
に
及
ぶ
す
べ
が
な
い
事
を
認
識
せ
ざ
る
を
得

な
い
時
宜
に
来
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
世
界
中
で
テ
ロ
と
い
う
新
た
な
殺
り
く
が
繰
り
返
さ

れ
る
悲
劇
が
後
を
絶
た
な
い
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
人
間
は
物
欲
追
求
で
は
な
く
、
自
然
と
向
き

合
い
、
適
度
の
不
自
由
さ
を
守
り
、
自
然
と
の
共
存
、
つ
ま
り

「
地
球
家
族
」
の
時
代
を
創
造
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
教

育
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
よ
っ
て
、
人
間
と
し
て
し
っ
か
り
生
き
る
た
め
に
、
学
校
教
育

に
お
い
て
は
確
か
な
知
力
「
学
力
」
を
身
に
つ
け
、
急
激
な
社
会

の
変
化
に
対
応
で
き
る
柔
軟
性
・
創
造
性
・
国
際
性
豊
か
な
人
材

を
育
て
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
。

　
ま
た
、
島
で
生
ま
れ
育
っ
た
誇
り
を
胸
に
、
郷
土
文
化
の
継

承
・
発
展
へ
の
一
翼
と
し
て
の
自
覚
と
責
任
を
身
に
つ
け
、
気
づ

き
、
考
え
、
行
動
の
で
き
る
人
材
育
成
が
重
要
で
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
が
、
島
発
ち
教
育
の
礎
で
あ
る
。
県
内
は
も
と
よ
り

広
く
国
際
社
会
に
雄
飛
し
、
併
せ
て
島
の
未
来
を
創
造
で
き
る
教

育
を
強
力
に
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
さ
ら
に
、
高
齢
社
会
の
進
展
に
伴
い
、
生
涯
学
び
続
け
る
生
き
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平成 ２９年度  一一一一一一一一一一一一一一一一般般般般般般般般般般般般般般般般会会会会会会会会会会会会会会会会計計計計計計計計計計計計計計計計一般会計  予算概要
本年度予算の特徴
　一般会計の予算総額は、4,562,023千円で対前年比1,531,022千円、50.5％の増額となった。

　歳入を構成比でみると、地方税1.7％、地方交付税24.5％、国・県支出金54.7％、村債12.3％となっており、依存

財源が92.3％を占め、国の施策に大きく影響を受ける歳入構造となっている。歳出を性質別前年比でみると、人件費

19,702千円（3.7％）、維持補修費7,538千円（44.0％）、普通建設補助事業費1,664,430千円（176.0％）等は増額

し、物件費△95,386千円（△15.0％）、扶助費△15,528千円（△14.0％）、普通建設単独事業費△31,296千円（△

42.1％）等は減額となっている。新製糖工場建設等により投資的経費が58.3％を占めている。予算編成にあたって

は、厳しい財政状況の中、可能な限り新たな財源の確保に努めるとともに、少ない経費で最大の効果を上げるよう内

部各経費等の抑制に努めました。

総額 ４５億６ , ２０２万円

歳  出 （ 性 質 別 ）

比 較伸 率構成比(%)本年度予算区 分

19,7023.712.2557,249人 件 費消

費

的

経

費

△ 95,836△ 15.011.9544,233物 件 費

7,53844.00.524,672維 持 補 修 費

△ 15,528△ 14.02.195,098扶 助 費

9040.37.1322,600補 助 費

△ 83,220△ 533.81,543,852小　 計

1,664,430176.057.22,609,959補 助 事 業 費投

資

的

経

費

△ 31,296△ 42.10.943,060単 独 事 業 費

3,299122.10.16,000そ の 他

6996,354.50.0710災 害 復 旧 費

1,637,132160.158.32,659,729小　 計

12,5305.35.4248,434公 債 費そ

の

他

の

経

費

00.00.01,005積 立 金

△ 1△ 100.00.00投資及び出資金

△ 35,419△ 25.22.3105,003繰 出 金

00.00.14,000予 備 費

△ 22,890△ 6.07.9358,442小　 計

1,531,02250.51004,562,023歳 出 合 計

歳 入

構成比（%)本年度予算区 分

1.778,692村 税

自

主

財

源

0.420,475分 担 金 及 び 負 担 金

0.836,608使用料及び手数料等

0.313,884財 産 収 入

2.5113,018繰 入 金

0.940,000繰 越 金

1.047,539諸収入 (寄付金含）

7.7350,216小 計

0.418,329地 方 譲 与 税

依

存

財

源

0.419,066地 方 消 費 税 交 付 金

0.13,602自動車取得税交付金

0.0276そ の 他 交 付 金 等

24.51,115,454地 方 交 付 税

10.2467,300国 庫 支 出 金

44.42,026,530県 支 出 金

0.0500交通安全対策特別交付金

12.3560,750村 債

92.34,211,807小 計

1004,562,023歳 入 合 計

（単位：千円、％）
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平成２９年度  特特特特特特特特特特特特特特特特別別別別別別別別別別別別別別別別会会会会会会会会会会会会会会会会計計計計計計計計計計計計計計計計特別会計  予算概要

船船船船船船船船船船船船船船船船船船船船舶舶舶舶舶舶舶舶舶舶舶舶舶舶舶舶舶舶舶舶運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運航航航航航航航航航航航航航航航航航航航航事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事船舶運航事業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業 特別会計
歳 出受 入

比 較前年度予算額本年度予算額款比 較前年度予算額本年度予算額款
△ 24,645352,261327,616運 航 費 用10,985202,277213,262運 航 収 益
14,13357,05071,183営 業 費 用△ 21,497207,263185,766営 業 外 収 益

0229229予 備 費
△ 10,512409,540399,028合 計△ 10,512409,540399,028合 計

建

水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事水道事業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業 特別会計
歳 出歳 入

比 較前年度予算額本年度予算額款比 較前年度予算額本年度予算額款
2,23941,78944,028総 務 費△ 5136,52836,477使用料及び手数料
△ 3,50329,85826,355公 債 費000県 支 出 金

011繰 上 充 用 金2,48731,41633,903繰 入 金
011予 備 費011繰 越 金

△ 143諸 収 入
△ 3,6993,7001村 債

△ 1,26471,64970,385合 計△ 1,26471,64970,385合 計

建

農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集落落落落落落落落落落落落落落落落落落落落排排排排排排排排排排排排排排排排排排排排水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事農業集落排水事業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業 特別会計
歳 出歳 入

比 較前年度予算額本年度予算額款比 較前年度予算額本年度予算額款
△ 172,684327,149154,465総 務 費34811,71112,059使用料及び手数料
57815,55416,132公 債 費△ 156,658267,120110,462県 支 出 金
011予 備 費1,60432,47034,074繰 入 金
011繰 上 充 用 金011繰 越 金

033諸 収 入
△ 17,40031,40014,000村 債

△ 172,106342,705170,599合 計△ 172,106342,705170,599合 計

建

後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医後期高齢者医療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療 特別会計
歳 出歳 入

比 較前年度予算額本年度予算額款比 較前年度予算額本年度予算額款

△ 80711,55010,743後期高齢者医療
広域連合納付金

9044,8015,705後期高齢者医療保険料
△ 121使用料及び手数料

△ 30322諸 支 出 金△ 1,7396,7745,035繰 入 金
011繰 越 金

△ 143諸 収 入
△ 83711,58210,745合 計△ 83711,58210,745合 計

建

港港港港港港港港港港港港港港港港港港港港湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾湾整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事港湾整備事業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業 特別会計
歳 出歳 入

比 較前年度予算額本年度予算額款比 較前年度予算額本年度予算額款
9153,2234,138事 業 費02,4372,437施 設 使 用 収 入

△ 15,04315,0452公 債 費△ 14,12814,1291繰 入 金
011繰 越 金
01,7011,701諸 収 入

△ 14,12818,2684,140合 計△ 14,12818,2684,140合 計

建

総額 9億 332万円
（単位：千円）国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事国民健康保険事業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業 特別会計

歳 出歳 入
比 較前年度予算額本年度予算額款比 較前年度予算額本年度予算額款
1,8943,8385,732総 務 費9916,70816,807国民健康保険税
21,663110,355132,018保 険 給 付 費7,91178,78986,700国 庫 支 出 金
△ 11826,22326,105後期高齢者支援金△ 2651,2651,000療養給付費交付金

31518前期高齢者納付金△ 6,00012,0006,000前期高齢者交付金
336老人保健拠出金25,66320,68146,344県 支 出 金
113,99914,000介 護 納 付 金△ 2,25061,85359,603共同事業交付金

△ 1,83266,07464,242共同事業拠出金△ 4,31036,30031,990繰 入 金
2356,0916,326保 健 施 設 費011繰 越 金
011諸 支 出 金235諸 収 入
011繰 上 充 用 金

△ 9991,0001予 備 費
20,850227,600248,450合 計20,850227,600248,450合 計

建



検検広報いへや2017.4.1●●８８ 

　2月10日、伊平屋村生活支援ハウス（通称：と

らず園）で「豚汁会」が開催されました。

　利用者（在宅利用者やとらず園入居者）40人と

職員13人が、豚汁作りを通してさまざまな共同作

業を行うことで、よりよく交流を深める環境づく

りを目的に相互が協力し作業を行い、会が進行さ

れました。豚汁が仕上がり配膳されると利用者の

皆さんは満面の笑みを浮かべ、職員の皆さんも利

用者の嬉しそうに頬張る可愛らしい表情を見て大

満足の様子で、楽しい会を終えました。

刈

侃

瓦

冠

苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅
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　2月17日、伊平屋小学校体育館で「なわとび大

会」が開催されました。

　競技内容は、1分間アタック・ノーミスジャンプ

（最長5分）の2種類。伊平屋小では日頃からなわ

とびに取り組んでおり、技を習得した児童の中か

ら有段者の発表も行われ、一人一人へ表彰状が手

渡されました。最後の種目として全児童が3チー

ムに分かれ、長縄跳び（3分間チャレンジ）へ挑

戦。200回以上跳べたチーム・100回連続跳べた

チームを競い、みごと3チームとも2種目をクリア

し、表彰状が贈られました。この日は、授業参観

日も兼ねており、多

くの保護者が子ども

たちの頑張りを見

守っていました。

　2月17日、伊平屋小学校・野甫小学校で体験入学

が、23日、伊平屋幼稚園で体験入園が行われました。

　伊平屋小学校では、少し緊張した面持ちで席につ

くと１年生からさまざまなことを教えてもらい、ラ

ンドセル体験では初めてのランドセルに照れた表

情を浮かべながらも嬉しそうな笑顔を見せていま

した。野甫小学校では、授業体験のほかに学校近く

の畑でニンジンを収穫する体験なども行われまし

た。幼稚園体験入園では、園児らによる自己紹介が

行われ、自由時間にブロック遊びやマット遊び、お

ままごとやなわとびなどさまざまな遊びをともに

楽しみ、給食時間には幼稚園児が率先して配膳を行

い、グループに別れ席に座ると会話のはずむ和やか

な時間を過ごしました。

　2月18日～19日にかけ、伊平屋村で民泊体験が

行われました。

　日本国際協力センター（JICE）が各自治体、学校、

各地の国際交流団体と協力しながら行っているプ

ログラムの中から「21世紀東アジア青少年交流計

画（JENESYS）」の一環で、大洋州諸国より大学生・

大学院生37人と引率者2人、その他JOCA沖縄事

務所のスタッフらが伊平屋村を訪れ、初となる海外

からの民泊の受け入れを行いました。体験プログラ

ムの講習会の中では、中学生がトゥナーザの紹介を

行い、村の魅力をアピールすることができました。

文化の違いなどで不安を抱く民家さんや生徒さん

も居ましたが、さまざまな交流を通して友好関係を

気づくことができ、相互にとっても貴重な民泊体験

となりました。
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　2月23-24日にかけ、伊平屋村ハテヤ原の炭小

屋（田名）で「島の自然の恵みがギュッと詰まっ

た本格ピザ作り体験」が開催されました。

　離島観光・交流促進事業「島あっちぃ」モニ

ターツアープログラムの一環で行われたこの体験

に、島外より10人が参加し、村在住の柳沼 晋さ

ん・國吉 修さんを講師として招き、柳沼さん手作

りの窯でピザ作りを行いました。國吉さんの案内

で田名の各所から野草を採取。柳沼さん手作りの

ソース、ピザ生地へ野草とチーズのみのシンプル

なトッピング。200度以上の温度で約5分焼き上

げ、ピザが出来上がるとお互いのピザを分け合っ

てさまざまな味を楽しみました。

　3月4日、伊平屋村役場を発着点に「伊平屋島

ウォーキング大会」が開催されました。

　最年少2歳の子どもから最年長の69歳（伊礼幸

雄村長）の大人までを含めた69人が参加し行われ

た大会は、いへやウォーキングマップ全13コース

の中から「アグチャー～県道179号線コース（№

5コース）」へ挑戦。名桜大学より3人の学生も参

加して7.2キロのコースを海や山を眺めながら、

気持ちの良い汗を流しウォーキングを楽しみまし

た。ま た、ア ウ ト ド ア

ショップＮＥＯＳのスタッ

フ2人の指導のもと行われ

たノルディックウォーク体

験も参加者にとって貴重な

体験となりました。

　3月8日、伊平屋中学校・野甫中学校の3年生

が、最後の弁当の日を迎えました。

　伊平屋村では村内三校・幼稚園で「弁当作りを

通して食のありがたさを学ぶ」というテーマのも

と、島を離れた後の学校（高校・大学）生活・私

生活の中で自立した食生活が送れるよう準備する

ため、毎月第3水曜日に「弁当の日（自分にでき

る弁当作り）」を設けています。この日は、高校

入試１日目。緊張の中、ひとときの安らぎの昼食

時間、仲間同士輪になり、和気あいあいとした雰

囲気で弁当を食べる生徒たち。島発ち（しまだ

ち）を迎える15の春を前に、さまざまな心境を抱

いている中、笑顔で前向きな表情が多く、最後の

弁当の日を楽しんでいる様子が見られました。
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　伊平屋村野甫へ旅鳥の渡

り鳥「ヤツガシラ」が飛来

しました。

　自然豊かでさまざまな野

鳥が多い野甫島。3日、野甫小中学校より村役場へ

連絡が入り、野甫校の校庭でヤツガシラを撮影し

ました。2月下旬から3月初めにかけて、校庭の芝

生で餌を探している様子などが見かけられてお

り、「毎年この時期になるといつも遊びに来る

よ」児童生徒が島外から訪れている教職員へ教え

てくれたそうです。このヤツガシラはヨーロッパ

南部や南アジア、東南アジアなどに分布してお

り、日本には旅鳥（渡り鳥）として渡来。南西諸

島には春が訪れる時期に見られることがあるよう

で、伊平屋島の各所でも毎年この時期になると

度々目撃されています。
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検検広報いへや2017.4.1

　2月23日、伊平屋村役場村長室へ一般社団法人

沖縄県農業会議 山内昌茂会長が訪問し、伊礼清副

村長へ「改正農業委員会法に係る条例対応等につ

いての要請」と「女性農業者の農業委員への登用

促進に関する要請」を行いました。

　㈶自治総合センターは、宝くじの普及広報受託

事業収入を原資に一般コミュニティ活動助成事業

や青少年健全育成助成金等を実施し、地域活動を

支援しています。

　伊平屋村では、これまで緑化整備事業、各集落

の放送機器整備、子供会活動用具整備等数多くの

助成事業を導入してきました。平成28年度は前泊

自治会の草刈り機、ゲートボールセット、豊年祭

の衣装等を購入いたしました。
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　平成28年1月から12月まで農地賃貸契約された賃借料は、次

のとおりです。農地の貸し借りする際の参考にしてください。

お問い合せ先　伊平屋村農業委員会
TEL:0980-46-2002　FAX:0980-46-2606
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10アール当たり

最 低 額最 高 額平 均 額区 分 名

2,000円3,000円2,800円整備地区

　2月26日、伊平屋村へ島尻安伊子内閣府特命大

臣補佐官が来島され、伊礼幸雄村長、金城信光議

長、伊平屋村議会議員の皆さん、伊礼清副村長、

東恩納吉一教育長、他3名の担当課長の皆さんで

昼食懇談会が行われ、懇談会後、伊平屋村内の施

設整備等の要請が行われました。また、要請後に

は施設等の視察も行われました。

　3月3日、沖縄県立中部病院感染症内科・地域ケ

ア科医長 高山義浩氏らが訪れ、伊礼幸雄村長のも

とへ表敬訪問しました。

　平成28年度 介護保険地域支援事業「在宅医療・

介護連携推進事業講演会」の講師として招かれた

高山義浩氏は同日、伊平屋村産業連携拠点セン

ターで「地域包括ケアシステムの構築に向けて～

最後まで自分らしく暮らすために～」をテーマ

に、在宅医療の現状や介護施設等での利用者への

対応など、映像等を交えてわかりやすく説明、こ

れからの在宅医療の在り方をどのようにしていけ

ばいいか、介護される方は何を求めているか、介

護される側の立場になって考えなければいけない

と、これから先の

未来を見据えた視

点から講演して頂

きました。
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備 考主 な ス ケ ジ ュ ー ル５ 月

ウェルカムイベント
憲法記念日

３  日（水）

みどりの日４  日（木）

こどもの日５  日（金）

ミニディ（我喜屋）１１日（木）

ミニディ（前泊）１２日（金）

母の日
第16回伊平屋村バドミントン大会

１４日（日）

ミニディ（田名）１５日（月）

ミニディ（島尻）１６日（火）

弁当の日
伝統文化学習の日
村特別支援教育研修会

１７日（水）

おきなわ地域教育の日２０日（土）

村PTAバレーボール大会
家庭の日・ファミリー読書

２１日（日）

住民健診（～25日）２３日（火）

婦人がん検診（PM）２５日（木）

婦人がん検診（AM）２６日（金）

第27回 やんばる駅伝伊平屋島大会２７日（土）

伊小日曜参観２８日（日）

備 考主 な ス ケ ジ ュ ー ル4 月
保育所入所式３  日（月）

清明４  日（火）

てるしの塾開講式６  日（木）

始業式（村内三校）
入学式（伊中・野甫小中）

７  日（金）

入学式（伊小）１０日（月）

幼稚園入園式１１日（火）

ミニディ（我喜屋）１３日（木）

ミニディ（前泊）１４日（金）

おきなわ地域教育の日１５日（土）

家庭の日・ファミリー読書１６日（日）

ミニディ（田名）１７日（月）

ミニディ（島尻）１８日（火）

三校合同研修会（伊小）
三校合同レク
弁当の日
伝統文化学習の日

１９日（水）

幼児歯科検診２０日（木）

昭和の日
海開き
第6回伊平屋かかし祭り

２９日（土）

　2月25日～26日にかけて開催された「第20回

国頭地区中学校春季バレーボール大会」で、伊平

屋中学校の男子バレーボール部が優勝を果たした

ことを報告するため7日、村長室を訪れました。

　1996年以来、20年ぶりとなる北部地区新人大

会優勝に引き続き、春季大会では初となる優勝報

告に伊礼村長、東恩納教育長からも祝福と激励の

言葉を頂きました。『春季大会優勝』という嬉し

いニュースが村民へも大きな喜びを与えてくれま

した。伊平屋中学校男子バレー部の皆さん、おめ

でとうございます！
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　2月11日、沖縄県立離島児童生徒支援センターで

「伊平屋村島発ちフォローアップ交流会」が開催さ

れました。

　名嘉太助副会長の開会挨拶を皮切りに、生徒一人

一人から近況報告として村内での就職決定報告、保

育士を目指し勉強している事、大学進学を見据え

日々勉学に励んでいる事などの発表、照るしの会 東

江米男会長から「家計簿」を付けることの大切さや

親からの仕送りへの感謝の気持ちを常に持ち、社会

人に成長するための過ごし方についてのアドバイ

スなども頂きまし

た。また中学校時代

の恩師もサプライズ

で参加し、交流会を

盛り上げました。


